
  

【
作
者
】
佐
久
間 

象
山
（
一
八
一
一
～
一
八
六
四
年
）
（
文
化
八
年
～
元
治
元
年
）
幕
末
の
学
者
、
開
国
論
者
、
信
州
松
代
に
生
ま
れ
る
。
姓
は
平
氏
、
名
は
啓
（
ひ
ら
き
）

又
は
大
星
（
た
い
せ
い
） 

、
字
は
子
迪
（
し
て
き
）
、
の
ち
子
明
（
し
め
い
）
と
改
め
る
。
通
称
は 

修
理
（
し
ゅ
り
）
、
象
山
は
そ
の
号
、
幼
に
し
て
鋭
敏
、
十
六
歳
で
鎌
田

桐
山
の
門
に
入
り
の
ち
佐
藤
一
斉
に
師
事
、
神
田
お
玉
ケ
池
に 

塾
（
象
山
書
院
あ
る
い
は
五
柳
精
舎
と
い
う
）
を
興
す
。
常
に
国
家
の
安
危
を
憂
い
国
事
に
奔
走

し
た
が
、
お
し
む
べ
し
元
治
元
年
七
月
刺
客
の
た
め
に
斃
れ
る
。
年
五
十
四
歳
。 

吉
田
松
陰
、
勝
海
舟
は
そ
の
門
下
生
。 

【語
釈
】＊
漫 

述…

思
い
つ
く
ま
ま
に
述
べ
る
。  

＊
謗…

非
難
す
る
。  

＊
嗤…

冷
笑
、
あ
ざ
け
り
わ
ら
う
。  

＊
天 

公…

天
帝
、
天
、
宇
宙
万
有
を
支
配
す
る
神
。 

【通
釈
】私
を
非
難
す
る
者
も
、
ま
た
、
あ
ざ
け
り
笑
う
者
も
、
と
も
に
諸
君
の
意
に
任
せ
よ
う
。 

天
は
も
と
よ
り
私
の
こ
と
を
知
っ
て
く
れ
て
い
る
か
ら
、
他
人
か
ら
認
め

ら
れ
よ
う
な
ど
と
は
思
っ
て
い
な
い
。 

【備
考
】幕
末
、
開
国
論
を
唱
え
、
世
人
の
そ
し
り
や
嘲
笑
を
一
身
に
浴
び
な
が
ら
も
、
自
説
を
曲
げ
な
か
っ
た
作
者
の
信
念
を
述
べ
た
も
の
。 


